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資格 認定学会 主な役割・業務内容
受験資格

試
験

人数
（背景職種）

対象者 実務経験 実務経験の施設 研修・実績等 会員歴

①
臨床遺伝専門医

日本人類遺伝学会
・S31年発足
・理事長:松原洋一
・会員 約5,000人

すべての診療科からのコン
サルテーションに応じ、適
切な遺伝医療を実行すると
ともに、各医療機関におい
て発生することが予想され
る遺伝子に関連した問題の
解決を行う

医師
(一般社団法
人日本専門医
機構の定める
基本的領域の
学会の専門医
(認定医)、あ
るいは、専門
医制度委員会
が認める専門
医(認定医))

認定研修施設において、臨床遺伝学の
研修を3年以上行い、認定研修施設に
所属する指導医の指導を受けながら、
遺伝カウンセリングを含む遺伝医療を
実践。周産期・小児期・成人期におい
て行われる遺伝医療領域の20例以上の
症例を担当もしくは陪席

認定研修施設：全国
84施設

遺伝医学に関係し
た学術活動(論文、
学会発表)

当学会も
しくは、
日本遺伝
カウンセ
リング学
会の学会
員(3年以
上継続)

有
1290名

医師 1290

②
家族性腫瘍カウンセ
ラー

日本家族性腫瘍学会
・H18年発足
・理事長:冨田尚裕
・会員 約800人

コーディネーターの役割に
加え、家族性腫瘍が疑われ
る患者あるいは家系を対象
に遺伝医療を提供する

臨床遺伝専門
医、非医師の
認定遺伝カウ
ンセラー

ー ー
学会が開催するセ
ミナーを３回以上
受講

学会員
(通算3年
以上)

無

28名
医師 18
認定遺伝カウン
セラー 10名

(内訳：看護師 9
薬剤師 1)

③
ジェネティックエキス
パート

日本遺伝子診療学会
・H9年発足
・理事長:小杉眞司
・会員 約600人

検査の実践、解析結果の解
釈、および臨床医への結果
報告を行う(対象:遺伝子関
連検査全体(シーケンス))

ー

遺伝医学あるいは遺伝学的検査、体細
胞遺伝子検査などヒトを対象とし、医
療に資する目的の遺伝子関連検査にか
かわる施設で3年以上の実務経験

大学、企業、研究施
設、病院、教育機関、
臨床検査センター、
官公庁など

認定制度委員会が
実施する臨床遺伝
情報検索講習会を
2回以上受講

学会員 有

19名
医師 3
臨床検査技師 6
教員/研究者
/学生 4  

企業(臨床検査ｾﾝ

ﾀｰ等) 6
<2018/4予定>

④ 臨床細胞遺伝学認定士 日本人類遺伝学会

検査の実践、結果の解釈、
および臨床医への結果報告
を行う(対象:染色体検査を
対象(コピー数))

医師、医師以
外の研究者、
技術者

認定研修施設で臨床細胞遺伝学の研修
を2年以上行い、認定研修施設に所属
する指導士(71名:2017/4現在)の指導
を受けながら100例以上の染色体検査
を実践

認定研修施設：全国
18施設(病院、企業)

学術活動に関する
単位(学会、セミ
ナー、論文投稿等)
を30単位以上取得

学会員
(2年以上
継続)

有

207名
医師 47
技術者 132
(主に臨床検査技師)

研究者 27
他 1

ゲノム医療関連人材育成に関する学会認定資格（MD）
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主
体 所管 コース 概要・実態 対象者 施設 内容

終了後、
期待されるキャリア

受講人数
（背景職
種）

文科省

A

【研修】
難病克服！次世代スーパードクターの
育成
(課題解決型高度医療人材養成プログラ
ム(H26年度～30年度))

難治性疾患にオール
ラウンドで対応でき
る医師のニーズに対
応するため、①難治
性疾患診断 ②遺伝
性難病治療開発 ③
難治性疾患療養支援
の3つの能力を有す
る人材を養成

基本領
域の専
門医資
格を有
する医
師

6大学
(信州、
札幌医、
千葉、東
京女子医、
京都、鳥
取)

（主コース）
特色ある遺伝子医療を実践している６大学が連携して１年間のon the job ト
レーニングプログラムを開発・実践。各大学は、本事業の研修を希望する医
師(専攻医)を全国公募により遺伝子医療部門所属の医員として毎年１名、１
年間採用し、所属大学の遺伝子医療部門で研修を行うとともに他大学の４週
間の研修プログラムに２つ以上参加。プログラムを通じて、多様で幅の広い
難治性疾患で必要とされるマネジメント能力、すなわちヒトゲノム解析・遺
伝学的検査の実施、結果判定、結果告知、遺伝カウンセリング、難病患者支
援、難治性疾患治療開発、等の能力を養成。

臨床遺伝専門医
17名
医師17名

医師
（インテンシブコース）
遺伝カウンセリング集中コース、細胞遺伝学的検査実習集中コースなど全
10コース

各診療科で発生する
遺伝に関する問題に
適切に対応できる医
師

46名
医師46名

B

【研修】
多様な新ニーズに対応する「がん専門
医療人材(がんプロフェッショナル)」
養成プラン(H29年度～33年度)

がんに係る多様な新
ニーズに対応するた
め、ゲノム医療従事
者、希少がん及び小
児がんに対応できる
医療人材、ライフス
テージに応じたがん
対策を推進する人材
を養成
【ゲノム医療関係】
がんの標準医療に分
子生物学の成果が取
り入れられることに
よるオーダーメイド
医療への対応やゲノ
ム解析の推進による
高額な分子標的薬の
効果的な使用による
医療費コストの軽減
等に資する人材を養
成

医師 等
※看護
師、薬
剤師等
の医療
職種を
含む

11拠点
(東北、
筑波、東
京、東京
医科歯科、
金沢、京
都、大阪、
岡山、九
州、札幌
医、近
畿)
※合計
80大学
が参加

（大学院課程）
大学院博士課程において、ゲノム医療従事者、希少がん及び小児がんに対応
できる医療人材、ライフステージに応じたがん対策を推進する人材を養成す
るため、教育プログラム・コースを構築し、教育を実施
【ゲノム医療関係】
○設置予定教育プログラム・コース数：59コース
○主な教育プログラム・コース
がんゲノム医療人養成コース(筑波)、がん個別化医療専門医養成コース(東
京)、ゲノム医療に精通したがん治療医育成コース(金沢)など

【ゲノム医療関係】
○職種・領域に応じ
た専門資格(臨床遺伝
専門医、がん薬物療
法専門医、認定遺伝
カウンセラー)の取得
○がん診療連携拠点
病院をはじめとした
医療機関における次
世代がん医療を実
践・普及を行う医療
者
○大学や研究機関に
おける研究者など

【ゲノム医
療に特化し
たコースの
受入目標人
数(5年間・
11拠点合
計)】 799
名 ※うち
医師は約8
割

（インテンシブコース）
大学院の科目等履修生として、一定期間でがんの診断・治療・研究に必要な
先進的な知識と技術の習得を目的とした研修コースを構築し、教育を実施
【ゲノム医療関係】
○設置予定教育プログラム・コース数：23コース
○主な教育プログラム・コース
ゲノム医療研修コース(東北)、がん遺伝診療コース(東京)、遺伝カウンセ
リングに強い多職種がん専門医療人養成コース(近畿)など(数日～４年の
範囲で実施)

【ゲノム医
療に特化し
たコースの
受入目標人
数(5年間・
11拠点合
計)】 2,017
名
※うち医師
は約8割

AMED
研究

C
【研修】
<参考>遺伝カウンセリングロールプレ
イ研修会(H26年度～28年度)

ゲノム医療実用化推
進研究事業
【中釜班】

臨床遺
伝専門
医等

全国14
か所

遺伝カウンセリングのスキルアップ
1326名
医師 約95%
(他はｺﾒﾃﾞｨｶﾙ)

D

【デバイス】【研修】
がんゲノム個別化医療の実現にむけた
遺伝子診断共通カリキュラム構築と教
育・研究プログラムの実証的開発研究
（H28年度～最長3年)

革新的がん医療実用
化研究事業
【西尾班】

臨床医
等

がん診療
連携拠点
病院等

NGS検査結果からレポートを作成する医療職を育成
養成された人材をが
ん診療連携拠点病院
等に配備

E

【デバイス】【研修】
産学連携全国がんゲノムスクリーニン
グ事業SCRUM-JAPANで組織した遺伝
子スクリーニング基盤を利用した、多
施設多職種専門家から構成された
Expert Panelによる全国共通遺伝子解
析・診断システムの構築および研修プ
ログラムの開発(H28年度～最長3年)

革新的がん医療実用
化研究事業
【吉野班】

臨床医
CRC等

がん診療
連携拠点
病院等

ゲノム解析やレポートに基づき研究開発立案や治験実施を行う臨床医等を育
成

養成された人材をが
ん診療連携拠点病院
等に配備
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主
体 所管 コース 概要・実態 対象者 施設 内容

終了後、
期待されるキャリア

受講人数
（背景職種）

民
間

日本人
類遺伝
学会

F
【研修】
遺伝医学セミナー

臨床遺伝専門医制度における資
格取得・更新の単位を与える研
修会

医師等 ー
「臨床遺伝専門医到達目標（各論）」に基
づき、3 年間1 クールの研修会で目標が達
成できるよう編成

臨床遺伝専門医

H29年度実績:
総参加者：329名
認定遺伝カウンセラー養
成専門課程大学院生 29
認定遺伝カウンセラー 16
助産師 4 看護師 3 他 7 

日本家
族性腫
瘍学会

G
【研修】
家族性腫瘍セミナー

家族性腫瘍に関する医学的知識
の啓発を目的としたセミナー

学会員、
医療従事
者等

ー

3年間を1クールとし、連続する３年間の
受講で家族性腫瘍の臨床と医療の実践に必
要な知識、技術、態度の習得。セミナーは
講義と演習(ロール・プレイは必須)により
構成。

家族性腫瘍カウンセラー、
家族性腫瘍コーディネーター

日本遺
伝子診
療学会

H
【研修】
臨床遺伝情報検索講習会

遺伝学的検査、体細胞遺伝子検
査などヒトを対象とした遺伝子
関連検査や遺伝情報を取り扱う
にあたり、情報を適確に選択し
て検査・解析結果を正確に解釈
し、その意義を迅速かつわかり
やすく医療者に報告・説明でき、
検査・解析の精度管理に携わる
とともに、データベース等に基
づいて検査法の開発を主導でき
る遺伝子診療の専門家を養成

ー ジェネティックエキスパート

日本人
類遺伝
学会

I
【研修】
臨床細胞遺伝学セミナー

臨床検査として染色体検査にた
ずさわる医師、研究者および技
術者を対象として、臨床細胞遺
伝学の専門家を養成することを
目的としたセミナー

医師、技
術関係者、
研究者、
学生等

ー

「臨床細胞遺伝学認定士の到達目標」に基
づき、3 年間1 クールの研修会で目標が達
成できるよう編成
オプションとして「染色体核型分析入門」
「遺伝カウンセリングロールプレイ」を用
意

臨床細胞遺伝学認定士

H28年度(第23回)
総参加者：118名
検査技師 61
医師 41(主に産婦人科・小
児科)
研究者 10
遺伝カウンセラー・胚培
養士・教員 6
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学生

⑥ＧＭＲＣ
(臨床研究)

遺伝統計学者

②臨床細胞遺伝学
認定士

①ジェネティック
エキスパート

医療系学部
（看護師/保健師/検査技師）

生物系学部等

数理系学部等

研究

教育

＜遺伝専門業務＞

研究所 企業

がん診療連携
拠点病院等

病院

⑦ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｯｸｽ
技術者

④家族性腫瘍
カウンセラー

⑤家族性腫瘍
コーディネーター

③認定遺伝
カウンセラー

学会認定資格

文科省事業

厚労省事業

その他
学会
認定
試験

学会
認定
試験

学会
認定
試験

講習会
セミナー
研修等

講習会
セミナー
研修等

講習会
セミナー
研修等

講習会
セミナー
研修等

一定以上の要件
を満たす施設
(病院、企業、
研究施設他)

一定以上の要件
を満たす施設
(病院、企業、
研究施設他)

＜遺伝専門研究＞

研究所 企業

＜非遺伝専門研究＞

研究所 企業
教員

学校

学校

学校

国
家
試
験

ライフステージ

I

看護学基礎カリキュラム
(看護師/保健師)

国家試験
出題基準

臨床研修到達目標・評価 その他（民間）

ゲノム医療関連人材育成（non-MD）のキャリアパス（イメージ）

on the job

学会
認定
試験

認定大学院

学会
認定
試験

(カウンセラー)

学
位

＊認定は学会にて行う

セミナー

H

J

J

K

B, C, D, E, F

病院

5

大学院 A

A



資格 認定学会 主な役割・業務内容
試
験

人数
（背景職種）

対象者 実務経験 実務経験の施設 研修・実績等 会員歴

①
ジェネティックエ
キスパート
【再掲】

日本遺伝子診療学会
・H9年発足
・理事長:小杉眞司
・会員 約600人

検査の実践、解析結果の解釈、
および臨床医への結果報告(対

象：遺伝子関連検査全体(シーケ
ンス))

ー

遺伝医学あるいは遺伝学的検査、体細
胞遺伝子検査などヒトを対象とし，医
療に資する目的の遺伝子関連検査に関
わる施設で3年以上の実務経験

大学、企業、研究施
設、病院、教育機関、
臨床検査センター、
官公庁等

認定制度委員会が実施
する臨床遺伝情報検索
講習会を2回以上

学会員 有

19名
医師 3、臨床検
査技師 6、教員/
研究者/学生 4、
企業(臨床検査ｾ
ﾝﾀｰ等) 6
<2018/4予定>

②
臨床細胞遺伝学認
定士
【再掲】

日本人類遺伝学会
・S31年発足
・理事長:松原洋一
・会員 約5,000人

検査の実践、結果の解釈、お
よび臨床医への結果報告(対
象：染色体検査(コピー数異
常))

医師および医
師以外の研究
者、技術者

認定研修施設で臨床細胞遺伝学の研修
を2年以上行い、認定研修施設に所属
する指導士(71名:2017/4現在)の指導
を受けながら100例以上の染色体検査
を実践

認定研修施設：全国
18施設(病院、企業)

学術活動に関する単位
(学会、セミナー、論文投
稿等)を30単位以上

学会員
(2年以上
継続)

有

207名
医師 47
技術者 132
（主に臨床検査
技師）

研究者 27
他 1

③
認定遺伝カウンセ
ラー

日本遺伝カウンセリング
学会
・S52年発足
・理事長:小杉眞司
・会員約1,200人

日本人類遺伝学会

倫理的・法的・社会的課題
(ELSI)に対応を含めた専門的
な遺伝カウンセリングの提供、
および主治医や他の診療部門
との協力関係の構築・維持

認定大学院遺
伝カウンセ
ラー養成課程
(注)の修士の
学位取得者
(原則、大卒
以上が入学)

ー

(注)認定大学院：14
大学院(信州、北里、
お茶の水、京都、千葉、
近畿、川崎医療福祉、
東京女子医科、長崎、
東北、藤田保健衛生、
札幌医科、岩手医科、
新潟)

ー

いずれか
の学会員
(2年以上
継続)

有

205名
医療関連 61
理系分野 47
心理学 20
教育学 5    
等
(内訳は2014年
調査/複数回答)

④
家族性腫瘍
カウンセラー
【再掲】

日本家族性腫瘍学会
・H18年発足
・理事長:冨田尚裕
・会員 約800人

家族性腫瘍コーディネーター
の役割に加え、家族性腫瘍が
疑われる患者あるいは家系を
対象に遺伝医療を提供

臨床遺伝専門
医または非医
師の認定遺伝
カウンセラー

ー ー
学会が開催するセミ
ナーを３回以上修了

学会員
(通算3年
以上)

無

28名
医師 18
認定遺伝カウ
ンセラー 10
(内訳：看護師9、
薬剤師1)

⑤
家族性腫瘍コー
ディネーター

日本家族性腫瘍学会

(1) 臨床背景・家族歴から家
族性腫瘍が疑われる患者を拾
い上げ、患者と家族が遺伝医
療を受けられるよう調整 (2) 
患者と血縁者が生涯にわたり
適切な腫瘍のサーベイランス
を受けられるよう支援 (3) 発
症の予防と早期発見に役立つ
行動の啓発とサポート (4) 勤
務する医療機関への情報提供

医療・福祉に
関わる職種
(医師、歯科医
師、看護師、助
産師、保健師、
薬剤師、臨床検
査技師、社会福
祉士等)

家族性腫瘍あるいはがん医療について
２年以上医療機関での実務経験

ー
本学会が開催するセミ
ナーを３回以上修了

学会員
(通算3年
以上)

無

63名
医師 38
看護師 20
臨床検査技師

2
臨床心理士 1
診療情報管理
士 1

他(基礎研究)
1

⑥

ＧＭＲＣ
(ゲノムメディカル
リサーチコーディ
ネーター)

日本人類遺伝学会

ヒトゲノム・遺伝子解析を伴
う研究の実施に関して、研究
内容の説明を行い、試料提供
者よりインフォームド・コン
セントを受け、その他の研究
実施にかかわる業務。研究支
援のみを目的とし、診療には
関与しない

専門学校卒以
上(及びそれに
準じる程度)

ー －

GMRC制度委員会が認
定した講習会(１日
コース)において所定
の研修を受講
(ＴＭＭにおけるGMRC養成
コース：看護師、保健師、検
査技師を対象に2週間の専
門教育ののち、試験を実施
（総377名を認定：東北大
296名、岩手医大82名）)

学会員、
あるいは
連携学会
の会員

有

415名
医師 1
看護師 32
検査技師 9
保健師 7
研究員等 84
治験ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰ 15

ﾒﾃﾞｨｶﾙｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ 17

技術補佐員68          

⑦
バイオインフォマ
ティクス技術者

日本バイオインフォマ
ティクス学会

生物学と情報科学の知識をバ
ランス良く身につけた技術
者・研究者

ー ー ー ー ー 有
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主
体 所管 コース 概要・実態 対象者 施設 内容

終了後、
期待されるキャ

リア

受講人数
（背景職
種）

国

文科省 A

【研修】
多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材
(がんプロフェッショナル)」養成プラン(H29年
度～33年度)【再掲】

がんに係る多様な新ニーズに対応するた
め、ゲノム医療従事者、希少がん及び小
児がんに対応できる医療人材、ライフス
テージに応じたがん対策を推進する人材
を養成
【ゲノム医療関係】
がんの標準医療に分子生物学の成果が取
り入れられることによるオーダーメイド
医療への対応やゲノム解析の推進による
高額な分子標的薬の効果的な使用による
医療費コストの軽減等に資する人材を養
成

看護師、
薬剤師、
医学物理
士等の医
療従事者
※医師を
含む

11拠点
(東北、筑波、東京、
東京医科歯科、金沢、
京都、大阪、岡山、
九州、札幌医、近畿)
※合計80大学が参加

（大学院課程）
大学院修士・博士課程において、ゲノム医療従事者、希少がん及
び小児がんに対応できる医療人材、ライフステージに応じたがん
対策を推進する人材を養成するため、教育プログラム・コースを
構築し、教育を実施
【ゲノム医療関係】
○設置予定教育プログラム・コース数：59コース
○主な教育プログラム・コース
がんゲノム医療を支える専門看護師コース（東京医科歯科）、

ゲノム情報に
基づく個別化がん薬物療法を担う薬剤師養成コース（京都）、

ゲノム世代高
度臨床医学物理士養成コース（大阪）など

【ゲノム医療関
係】
○職種・領域に
応じた専門資格
（がん看護専門
看護師、がん専
門薬剤師、認定
遺伝カウンセ
ラー等）の取得
○がん診療拠点
病院をはじめと
した医療機関に
おける次世代が
ん医療を実践・
普及を行う医療
者
○大学や研究機
関における研究
者など

【ゲノム医療
に特化した
コースの受入
目標人数(5年
間・11拠点合
計)】 799名
※医師を含む。
うち医師を除
く医療者は約2
割

（インテンシブコース）
大学院の科目等履修生として、一定期間でがんの診断・治療・研
究に必要な先進的な知識と技術の習得を目的とした研修コースを
構築し、教育を実施
【ゲノム医療関係】
○設置予定教育プログラム・コース数：23コース
○主な教育プログラム・コース
ゲノム医療・遺伝カウンセリング研修教育プログラム（東北）、

細胞検査士
スキルアップコース（大阪）、ゲノム医療に強い多職種がん専

門医療人養成
コース（近畿）など（数日～４年の範囲で実施）

【ゲノム医療
に特化した
コースの受入
目標人数(5年
間・11拠点合
計)】2,017名
※医師を含む。
うち医師を除
く医療者は約2
割

厚労省

B
【設置】
がんのゲノム医療・集学的治療推進事業
(H２８年度～)

臨床研究実績のあるがん診療連携拠点病
院等に、遺伝カウンセラーや臨床研究
コーディネーターを配置することで国際
基準に対応した多施設共同臨床研究をよ
り効率的・効果的に実施するための体制
を強化し、迅速なゲノム医療・集学的治
療の確立を実現

遺伝カウ
ンセラー
(主にnon-
MD)
CRC

がん診療連携拠点病
院 等
（実績：都道府県が
ん診療連携拠点10施
設、地域がん診療連
携拠点病院14施設）

雇用の補助
(１施設につき2名まで、定額補助：1人につき上限389.5万円/平
成28年度）

がん診療連携拠
点病院等で、が
んゲノム医療
チームの一員と
して雇用

遺伝カウンセ
ラー 36名
CRC 1名
【平成29年3月
末時点】

C
【研修】
がんのゲノム医療従事者研修事業（H29年度～）

遺伝子関連検査、患者・家族への伝え方、
多職種との連携、意思決定支援等の研修
を実施し、がんゲノム医療の特殊性に対
応できる人材を育成

看護師、
薬剤師、
臨床検査
技師

がん診療連携拠点病
院等

(1)遺伝子パネル検査によるがんゲノム医療の説明補助、遺伝カウ
ンセリングへのつなぎを行う人材を育成（2日間の講義を予定）

(2)拠点病院の相談支援センターでがんゲノム医療に関する相談に
対応するための資料を作成

養成された人材
をがん診療連携
拠点病院等に配
備

(1) H29年度は
50名、その後
は年間100名程
度を研修予定

AMED
研究

D

【デバイス】【研修】
ゲノム情報研究の医療への実利用を促進する研
究「A-3ゲノム医療従事者の育成プログラム開
発」 (H29年度)

ゲノム創薬基盤推進研究事業
【豊岡班】
・非がん領域を含むゲノム医療従事者
の育成

・遺伝カウンセリング体制の整備

薬剤師、
看護師、
臨床検査
技師

６カ所
(岡山、京都、東
京医科歯科、佐
賀、千葉、信州)

・特定の疾患に特化せずにゲノム医療全般に関する研修の実施
及び養成プログラム開発

・対象者のレベルと背景に合わせた個別の講習会を開催

ゲノム医療看護
師、ゲノム医療
薬剤師、ゲノム
検査技師

E

【デバイス】【研修】
がんゲノム個別化医療の実現にむけた遺伝子診
断共通カリキュラム構築と教育・研究プログラ
ムの実証的開発研究（H28年度～最長3年)【再
掲】

革新的がん医療実用化研究事業
【西尾班】

臨床医等
がん診療連携拠点病
院等

NGS検査結果からレポートを作成する医療職を育成

養成された人材
をがん診療連携
拠点病院等に配
備

F

【デバイス】【研修】
産学連携全国がんゲノムスクリーニング事業
SCRUM-JAPANで組織した遺伝子スクリーニング
基盤を利用した、多施設多職種専門家から構成
されたExpert Panelによる全国共通遺伝子解析・
診断システムの構築および研修プログラムの開
発(H28年度～最長3年)【再掲】

革新的がん医療実用化研究事業
【吉野班】

臨床医
CRC等

がん診療連携拠点病
院等

ゲノム解析やレポートに基づき研究開発立案や治験実施を行う臨
床医等を育成

養成された人材
をがん診療連携
拠点病院等に配
備

ゲノム医療関連人材育成に関する公的事業（non-MD）
平成29年9月時点
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主
体

所管 コース 概要・実態 対象者 施設 内容
終了後、

期待されるキャリア
受講人数

（背景職種）

民
間

日本人
類遺伝
学会

G
【研修】
遺伝医学セミナー【再掲】

臨床遺伝専門医制度における資格
取得・更新の単位を与える研修会

医師等 ー
「臨床遺伝専門医到達目標（各論）」に基づき、3 年間1 
クールの研修会で目標が達成できるよう編成

臨床遺伝専門医

H29年度実績:
総参加者：
329名
認定遺伝カウ
ンセラー養成
専門課程大学
院生 29
認定遺伝カウ
ンセラー 16
助産師 4
看護師 3
他 7

日本遺
伝子診
療学会

H
【研修】
臨床遺伝情報検索講習会

遺伝学的検査、体細胞遺伝子検査
などヒトを対象とした遺伝子関連
検査や遺伝情報を取り扱うにあた
り、情報を適確に選択して検査・
解析結果を正確に解釈し、その意
義を迅速かつわかりやすく医療者
に報告・説明でき、検査・解析の
精度管理に携わるとともに、デー
タベース等に基づいて検査法の開
発を主導できる遺伝子診療の専門
家を養成

ー
ジェネティックエキ
スパート

日本人
類遺伝
学会

I
【研修】
臨床細胞遺伝学セミナー【再掲】

臨床検査として染色体検査にたず
さわる医師、研究者および技術者
を対象として、臨床細胞遺伝学の
専門家を養成することを目的とし
たセミナー

医師、技
術関係者、
研究者、
学生等

ー

「臨床細胞遺伝学認定士の到達目標」に基づき、3 年間1 
クールの研修会で目標が達成できるよう編成
オプションとして「染色体核型分析入門」「遺伝カウンセ
リングロールプレイ」を用意

臨床細胞遺伝学認定
士

H28年度(第23
回)
総参加者：
118名
検査技師 61
医師 41（主に
産婦人科・小
児科）
研究者 10
遺伝カウンセ
ラー・胚培養
士・教員 6

日本家
族性腫
瘍学会

J
【研修】
家族性腫瘍セミナー【再掲】

家族性腫瘍に関する医学的知識の
啓発を目的としたセミナー

学会員、
医療従事
者等

ー
3年間を1クールとし、連続する３年間の受講で家族性腫
瘍の臨床と医療の実践に必要な知識、技術、態度の習得。
セミナーは講義と演習(ロール・プレイは必須)により構成

家族性腫瘍カウンセ
ラー、
家族性腫瘍コーディ
ネーター

日本人
類遺伝
学会

K
【研修】
GMRC制度講習会

人のゲノムを用いる研究において、
試料提供者、や代諾者とコミュニ
ケーションをはかり、研究の説明
や意思確認、同意撤回の処理など
を行う立場にある方々が、具体的
なイメージを抱きながら、また
ルールを理解しながら、自信を
もって説明に臨めるための基本研
修の機会を提供

ー

GMRC制度委員会は、講習会の開催責任者の申請により、
次の各号に掲げる条件を満たした場合、講習会として認定
する。
（1）複数の臨床遺伝専門医が開催するもので、臨床遺伝
専門医（指導医）が開催責任者であること。
（2）到達目標に掲げる能力の取得が可能であること。詳
細に関しては別に定める。

GMRC
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「キャリアパスの視点から見た
ゲノム医療関連人材育成について」

(補足資料)

参考資料２
補足

厚生労働省 P1～6
文部科学省 P7～8



ゲノム医療実用化推進研究事業 ※２８年度終了課題

メディカル・ゲノムセンター等におけるゲノム医療実施体制の構築と人材育成に関する研究
【研究代表者】 中釜 斉
【所属機関】 国立研究開発法人国立がん研究センター
【研究期間】 H26 – H28

研究課題

ゲノム医療従事者の育成プログラム開発
（１）日本人類遺伝学会・日本遺伝カウンセリング学会がH26年度から３年間にわたり、毎年13～14箇所で開催した遺伝カウン

セリングロールプレイ（GCRP）研修会に、毎年400名以上（H26年度473名、H27年度438名、H28年度415名）が参加
・グループ（原則として5～6名）で事前検討を行ったのち、全ての参加者が遺伝カウンセリング担当者役・クライエント
役・オブザーバーに分かれ実施

・ロールプレイのテーマ
H26年度：ダウン症候群とDuchenne型筋ジストロフィー
H27年度：遺伝性乳がん・卵巣がんとマルファン症候群
H28年度：多因子遺伝と偶発的所見に関係する架空の事例

（２）日本家族性腫瘍学会と共同で家族性腫瘍セミナーを開催し、ロールプレイ実習等を実施（計６回、840名が参加）

人材育成に関する研究内容

（１）アンケート調査では90％以上の受講者が研修会は「とても満足」または「満足」であり、「とても役立っている」また
は「役立っている」と回答

（２）リンチ症候群に関する家族性腫瘍セミナー（栃木県立がんセンター研究所菅野技幹ら）の結果
①リンチ症候群に関する講義と遺伝カウンセリングのロールプレイ実習を含むセミナーを開催し、セミナー受講者240名を
対象としてセミナー受講前後の知識得点を比較したところ、20点満点の試験でセミナー受講前が10.4±3.49点であったの
に対して、セミナー終了時には14.6±2.31点と有意に改善した(P<0.0001)

②６ヶ月後の再調査においても13.4±2.30点と高値を示した(P<0.0001)
③６ヶ月後のアンケートで行動、意識の変化にて、75%以上の参加者が該当すると回答したアンケート項目として、「遺伝
子検査の限界と有用性についての理解が深くなった」、「どのような疾患についてもその遺伝的背景を考えるようになっ
た」、「家族歴を丁寧に聴取するようになった」等が挙げられ、回答者が50%以下であった項目として「遺伝医療の専門
家に積極的に相談するようになった」が挙げられる

成果
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革新的がん医療実用化研究事業

がんゲノム個別化医療の実現に向けた遺伝子診断共通カリキュラム構築と
教育・研修プログラムの実証的研究開発

【研究代表者】 西尾 和人
【所属機関】 学校法人近畿大学
【研究期間】 H28 – H30

研究課題

・クリニカルシークエンス教育プログラムの策定
・講習会、研修の実施と評価（教育の質的保証）（2017年3月モデル講習会実施、8月講習会
実施）
・ポータルサイトの立ち上げと継続的運用
・遺伝子診断共通カリキュラム構築
・クリニカルシーケンス実施施設・クリニカルシーケンスチームの構築と評価・認定

研究開発の内容

・NGS検査結果からクリニカルシーケンスレポートを作成する医療職を育成する
・講習会でのグループ研修及び機関毎のチーム参加によるラリーで実践的教育を行う

研修内容
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革新的がん医療実用化研究事業
産学連携全国がんゲノムスクリーニング事業 SCRUM-Japan で組織した遺伝子スク
リーニング基盤を利用した、多施設多職種専門家から構成された Expert Panel に
よる全国共通遺伝子解析・診断システムの構築および研修プログラムの開発

【研究代表者】 吉野 孝之
【所属機関】 国立研究開発法人 国立がん研究センター
【研究期間】 H28 – H30

研究課題

・全国共通遺伝子解析・診断システムの構築および活用（臨床試験情報を効率的に把握する
ためのSOP作成等）
・教育資材作成（がんゲノム医療に必要なスキル習得を目的としたeラーニングの作成等）
・Hub施設（がんゲノム医療の中核となる施設）の強化：医師、CRCのOJT
・Hub施設における病理医の教育
・臨床遺伝専門医による教育プログラムの開発（二次的所見の対応等の検討等）
・ガイドライン作成（次世代シーケンサー等を用いたがんクリニカルシーケンシング診療ガ
イドライン、ゲノム診療用病理組織検体取扱い規程）

研究開発の内容

・ゲノム解析やレポートに基づき研究開発立案や治験実施を行う臨床医等を育成
・検体の質の確保に関するマニュアル作成と研修

研修内容
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※特に企業資金が入らない臨床試験を
支援するための人材として配置する。

【がんの治療法開発】

基礎研究 応用研究 非臨床試験 治験 臨床研究薬事承認
臨床研究基盤
の整備

支援

実用化

がんのゲノム医療・集学的治療推進事業

 ゲノム医療とは、個人のゲノム情報等を調べて、その結果をもとに、より効率的・効果的に診断、治療、予防を行う
ことである。個人のゲノム情報等に基づき、副作用の少ないがん治療等を行うことが可能になると期待されること
から、ゲノム医療の研究開発や医療現場での実用化をさらに進める必要がある。

 また、がん治療においては、手術療法、放射線療法、薬物療法等を適切に組み合わせた集学的治療が最大の治
療効果を発揮することから、「がん対策推進基本計画」および「がん研究１０か年戦略」の中で集学的治療の臨床
研究を実施する体制の支援・確立を推進することとしている。

 現在、多くのがん診療連携拠点病院等で治験を含む臨床研究が実施されている。臨床研究の実施にあたっては、
データ管理や被験者対応、治験関連部門との連絡・調整など様々な業務が発生するが、特にゲノム医療や集学
的治療の臨床研究において、このような業務を支援する遺伝カウンセラーや臨床研究コーディネーター(CRC)が十
分配置されておらず、病院の医師にとって過剰な負担となっており、臨床研究の推進に支障をきたしている。

背景と課題

○臨床研究基盤の整備

臨床研究実績のあるがん診療連携拠点病院等に、遺伝カウンセラーや臨床研究コーディネーターを配置する
ことで、国際基準に対応した多施設共同臨床研究をより効率的・効果的に実施するための体制を強化し、迅速
なゲノム医療・集学的治療の確立を実現する。

事業内容

○臨床研究の科学的・倫理的な向上
（データ精度の向上、安全性情報の共有、等）
○医師の負担軽減

ゲノム医療・集学的治療の確立を加速

がん医療の質の向上

成果

補助先：がん診療連携拠点病院（1施設につき2人まで） 補助率：定額
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平成28年度の研究結果も踏まえ、がん診療連携拠点病院等の医療従事者を対象とした研修を
実施し、がんのゲノム医療の特殊性に対応できる人材を育成するとともに、がん相談支援セン
ターでゲノム医療に関する相談にどのように対応すべきか検討する。

がんのゲノム医療従事者研修事業

 ゲノム医療の実用化については、内閣官房健康・医療戦略室のゲノム医療推進協議会の下に設置されたタスク
フォースにおいて、疾患領域ごとに必要な医療提供体制を踏まえた人材育成の必要性が指摘されている。

 学会等においてゲノム医療に関する人材の育成が進められているところであるが、家族性腫瘍に重点が置かれてお
り、がん領域で最も重要となる体細胞変異に基づくゲノム医療を担う医療従事者の人材が不足している。

 「がん診療提供体制のあり方に関する検討会」においては、がん相談支援センターがゲノム医療に関する相談に対
応できるようにすべきと指摘されている。

ゲノム医療の人材育成の必要性

出典：平成28年3月11日 第6回ゲノム情報を用いた医療等の実用化推進タスクフォース資料

体細胞変異：
もともと正常な体細胞の遺伝子に変異が起き、がん化すること

家族性腫瘍（生殖細胞系列の変異）：
生まれながらにして一方の遺伝子が変異しており、がん化すること

出典：四国がんセンターホームページ

平成28年度 がんの個別化医療へ向けたモデル研究を実施し、全国規模で利用できる新規解析システムを
構築し、臨床現場へのフィードバックを検討する（研究費）。

平成29年度

※研修プログラムの内容・・・遺伝子関連検査、患者・家族への伝え方、多職種との連携、意思決定支援 等
※研修形式・・・ＯＪＴ支援やロールプレイ研修が効果的 （関係学会への委託費）
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ゲノム創薬基盤推進研究事業A-➂：人材育成課題
「ゲノム医療従事者の育成プログラム開発」

研究代表者： 岡山大学 豊岡伸一 （平成29年度～31年度）

ゴール平成29年度 平成30年度 平成31年度

(1) Genetic Nurse (GN; ゲノム医療看護師)、Genetic Pharmacist (GP; ゲノム医療薬
剤師)の育成

(2) Genomic Laboratory Technologist（GLT; ゲノム検査技師）の育成

GN,GP 育成カリキュラムの
完成、キャリアパス形成

育成されたGN, GPの転出

「平成28年度日本医療研究開発機構
研究費」
がんの個別化医療の実用化に向けた解
析・診断システムの構築研究
（研究開発代表者 西尾和人）

連携

GN,GP育成（京大、岡大）

GN, GP育成（千葉大、医歯大、佐賀大）

外部医療機関からのGN, GP候補者受け入れ、研修（6大学）

GLT新規雇用と育成（岡大、京大）

外部医療・検査機関からのGLT候補者受け入れ、研修（岡大、京大）

GLT育成カリキュラムの完成

育成されたGLTの転出

（医療機関、検査機関）

(3) Genomic Expert Board（GEB；ゲノム医療エキスパートカンファレンス）

の標準化

外部医療機関からの医師、医療従事者の受け入れ、研修開始（6大学）

GN, GP、GLT育成カリキュ
ラムにおけるGEBの役割の
明確化

連携 連携

「ゲノム創薬基盤推進研究事業」ゲノ
ム情報研究の医療への実利用を促進す
る研究
A-➁：ゲノム情報患者還元課題
（採択者との連携）

看護系学会、遺伝医療系学会
・ 資格制度の検討、導入
・ 遺伝看護師のがん教育
・ 認定遺伝カウンセラーのがん

教育

ゲノム医療医師、研究者の育成 患者への還元内容についての情報
医療従事者の資格制度の拡充
キャリアパスの確立 6



課題解決型高度医療人材養成プログラム
「難病克服！次世代スーパードクターの育成」

＜平成26年度～平成30年度（予定）＞

特色ある遺伝子医療を実践している６大学（信州大、札幌医科大、千葉大、東京女子医科大、京都大、鳥取大）が連携して、１年間のon 
the job トレーニングプログラムを開発・実践する。各大学は、本事業の研修を希望する医師（専攻医）を全国公募により、遺伝子医療部門所属の

医員として毎年１名、１年間採用することを原則とする。専攻医は、所属大学遺伝子医療部門で研修を行う以外に、他大学の４週間の研修プログ
ラムに、原則として２つ以上参加する。

各大学で展開されている特色ある遺伝子医療（適切な遺伝学的検査の実施と遺伝カウンセリング、および遺伝子情報に基づく治療等）を経験
することにより、多様で幅の広い難治性疾患で必要とされるマネジメント能力、すなわち個々の症例ごとに必要なヒトゲノム解析技術を用いた各
種遺伝学的検査の選択・実施、解析データの結果判定、結果告知、遺伝カウンセリング、難病患者支援、難治性疾患治療開発等の能力を養う。

• 本コース修了生が、遺伝カウンセリング等のスキルを身に着け、すでに現場で活動。

• わが国における初めての本格的な「遺伝カウンセリング」の教科書を作成し、国内の多くの大学の遺伝医療部門に送付。

• １年間フルタイムの研修コース（NGSD）以外に、各大学の特色ある遺伝子医療を短期間でも体験できる短期集中コース（インテンシブコー
ス）を平成27年度より設置し、遺伝子医療の普及を図っている。

取組概要

教育プログラム・コース

成果等

コース 対象者 受講人数（背景職種）

（主コース）
６大学合同・難治性疾患マネジメントを担う臨床遺伝専門医養成コース 基本領域の専門医資格を有する医師

17名
(医師100%)

（インテンシブコース） 全10コース
・信州版遺伝カウンセリング集中コース（信州大学）
・細胞遺伝学的検査実習集中コース（信州大学）
・さっぽろ遺伝カウンセリング集中コース（札幌医科大学）
・千葉大学病院遺伝カウンセリング集中コース（千葉大学）
・臨床検査としての遺伝子検査実習集中コース（千葉大学）
・女子医大版遺伝カウンセリング集中コース（東京女子医科大学）
・短期集中コース！基礎から学ぶ遺伝子検査実習（東京女子医科大学）
・京都大学遺伝カウンセリング集中コース（京都大学）
・遺伝子解析実習集中コース（鳥取大学）
・鳥取大学遺伝カウンセリング集中コース（鳥取大学）

医師
46名
(医師100%)
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多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン
＜平成29年度～平成33年度（予定）＞

がんに係る多様な新ニーズに対応するため、大学間連携による「がん医療人材養成拠点」において、各大学の特色を生かし、ゲノム医療従事者、

希少がん及び小児がんに対応できる医療人材、ライフステージに応じたがん対策を推進する「がん専門医療人材」を養成することで、我が国における
がん医療の一層の推進を目的としている。

事業概要

選定事業等

拠点大学名 連携大学名 事業名

東北大学 山形大学、福島県立医科大学、新潟大学 東北次世代がんプロ養成プラン

筑波大学 千葉大学、群馬大学、日本医科大学、獨協医科大学、埼玉医科大学、茨城県立医療大学、
群馬県立県民健康科学大学、東京慈恵会医科大学、上智大学、星薬科大学、昭和大学

関東がん専門医療人養成拠点

東京大学 横浜市立大学、東邦大学、自治医科大学、北里大学、首都大学東京 がん最適化医療を実現する医療人育成

東京医科歯科大学 秋田大学、慶應義塾大学、国際医療福祉大学、聖マリアンナ医科大学、東京医科大学、東京薬科大学、弘前大学 未来がん医療プロフェッショナル養成プラン

金沢大学 信州大学、富山大学、福井大学、金沢医科大学、石川県立看護大学 超少子高齢化地域での先進的がん医療人養成

京都大学 三重大学、滋賀医科大学、大阪医科大学、京都薬科大学 高度がん医療を先導するがん医療人養成

大阪大学 京都府立医科大学、奈良県立医科大学、兵庫県立大学、和歌山県立医科大学、大阪薬科大学、神戸薬科大学 ゲノム世代高度がん専門医療人の養成

岡山大学 愛媛大学、香川大学、川崎医科大学、高知大学、高知県立大学、徳島大学、徳島文理大学、広島大学、松山大学、
山口大学

全人的医療を行う高度がん専門医療人養成

九州大学 福岡大学、久留米大学、佐賀大学、長崎大学、熊本大学、大分大学、宮崎大学、鹿児島大学、琉球大学 新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン

札幌医科大学 北海道大学、旭川医科大学、北海道医療大学 人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プラン

近畿大学 大阪市立大学、神戸大学、関西医科大学、兵庫医科大学、大阪府立大学、神戸市看護大学 7大学連携個別化がん医療実践者養成プラン

※ 11拠点（合計80大学）

【各大学の事業のうちゲノム医療に特化したコース（医師及び看護師、薬剤師等が対象）の設置数及び受入目標数（5年間・11拠点）】
・大学院課程：59コース設置、799名受入れ ・インテンシブコース：23コース設置、2,017名受入れ

期待される成果

ゲノム医療従事者の養成
・標準医療に分子生物学の成果が取り入れられることによるオーダーメイド医療への対応。
・ゲノム解析の推進による高額な免疫チェックポイント阻害薬、分子標的薬の効果的な使用による医療費コストの軽減。

希少がん及び小児がんに対応できる医療人材の養成
・希少がん及び小児がんについて、患者が安心して適切な医療・支援を受けれるよう様々な治療法を組み合わせた集学的医療を提供できる医療チームの育成。

ライフステージに応じたがん対策を推進する人材の養成
・ライフステージによって異なる精神的苦痛、身体的苦痛、社会的苦痛といった全人的苦痛（トータルペイン）を和らげるため、医師、看護師、薬剤師、
社会福祉士（ソーシャルワーカー）等のチームによる患者中心の医療を推進し、患者の社会復帰等を支援。
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